
日本は、これからも増え続ける高齢者に対応していくために、医療と介護の総合的な連携
を図り、高齢者、障害者等を地域で支える仕組みを築こうとしています。地域医療構想で
は、地域ごとに需要と供給のバランスを鑑みながら適正な病床数、あるいは介護関連の施
設数を調整し、在宅医療や通所系サービスを組み合わせることにより、地域包括ケアシス
テムがその機能を果たすと考えられています。慢性期医療には、地域包括ケア病棟、回復
期リハ病棟などの回復期、医療療養病床を中心とする慢性期治療機能の高いもの、特殊疾
患病棟等の難病に対応するもの、介護療養病床のように認知症をもつ人の合併症患者ある
いはターミナルケアに対応するもの、さらに居住系施設、在宅医療に至るまで広範囲な医
療が含まれています。そして、これまで急性期を掲げていた病床も、実態のニーズに即し
た慢性期病床としてスタッフを育成していくことが必要となるでしょう。日本慢性期医療
協会では、より質の高い慢性期医療を提供できるように真摯に取り組んでまいります。


